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「GIKADAI 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」リテラシーレベルの令和 5 年
度開講状況について以下の評価項⽬に沿って⾃⼰点検・評価を⾏った。  

 
 

評価項⽬ 内部評価 評価理由 
プログラムの履修・修得状
況 

A 令和 5 年度の履修者は 84 名である。令和 2 年
度から 5 年度までの４年間での履修者数は
323名となった。⼀年次⼊学定員80名×４=320

名に対して履修率は 101%となり、⽬標となる
100%を超えることとなった。⼀⽅、修了者は
令和 5 年度から出ており、55 名であった。 

学修成果  B プログラムを構成する全 5 科⽬中、プロジェ
クト研究と理⼯学実験の授業アンケートで
は、「実験・実習によって現象・技術・原理に
対する理解が深まりましたか」という質問で学
修成果を５段階で評価している。評価の結果
（括弧内は昨年度のデータ）は、 
•理⼯学実験：4.3（4.5） 
•プロジェクト研究：4.9（4.58） 
であり、平均して 4.6（4.54）となった。昨年
度が 4.54 であったことから、これら 2 科⽬に
関しては昨年度同様、⾼い学修成果が得られた
と考えられる。⼀⽅、その他 3 科⽬では、学修
成果を問う質問が授業アンケートに含まれて
いないため、今後の検討を要する。 

学⽣アンケート等を通じた
学⽣の内容の理解度 

A 授業アンケートの結果、本プログラムを構成す
る各科⽬の理解度の平均は５段階評価で次の
ようであった。なお、カッコ内は、昨年度の評



価値である。 
• ICT 基礎：3.67(3.46) 
• ⼯学概論：3.7(3.7) 
• 理⼯学実験：4.3(4.5) 
• 確率・統計：3.65(3.61) 
• プロジェクト研究：4.9(4.58) 
またこれら 5 科⽬の平均は、4.04(3.97)であっ
た。以上から、リテラシープログラムとしての
理解度は４に近く、学⽣はプログラムの内容を
⼗分理解していると考えられる。また昨年度よ
り、若⼲理解度が上がった。⼀⽅、科⽬間の理
解度を⽐較すると、理⼯学実験、プロジェクト
研究に対し、ICT 基礎、⼯学概論、確率・統計
の理解度が低いことがわかった。ICT 基礎に
関しては、資料が英語であるため、予習復習が
⼤変という意⾒があった。また⼯学概論では、
所々難しい内容があったという意⾒をいただ
いた。リテラシープログラム全体としての理解
度をさらに上げるには、これらの意⾒を参考に
資料や内容の⾒直しが必要である。 

学⽣アンケート等を通じた
後輩等他の学⽣への推奨度 

A IT 活⽤教育センターでは、4 ⽉に新⼊⽣ガイ
ダンスを実施し、数理・データサイエンス・AI
教育プログラムを周知し、数理・データサイエ
ンスと AI 技術を学ぶことの意義を啓蒙し、本
教育プログラムに参加する動機づけをおこな
った。 

全学的な履修者数、履修率
向上に向けた計画の達成・
進捗状況 

S 令和 2 年度から 5 年度までの４年間の履修率
は 101%（１年次定員 80 名の４倍に対して）
ととなり、本教育プログラムが⽬標とする
100%を達成した。 

教育プログラム修了者の進
路、活躍 状況、企業等の
評価 

A 本プログラムの修了者の多くは⼤学院に進学
し、就職したのは 4 名であった。内訳は情報通
信業に 1 名、地⽅公務に 1 名、輸送⽤機械器
具に 1 名、その他のサービス業に 1 名であっ
た。就職先の業種に偏りはなかった。 



産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・⼿法
等への意⾒ 

A 本学と連携協定を結ぶ東海地区５⾼専に参加
していただき、「第 2回 GIKADAI 数理・DS・
AI 教育ワークショップ」を開催した。外部か
らは企業の⽅を含め、２０名弱の参加者があっ
た。ワークショップでは、本学のリテラシー/
応⽤基礎プログラムを紹介し、⾼専からは各校
のリテラシー教育プログラムについてご発表
いただいた。本学は⾼専から多くの編⼊学⽣を
3 年次に受け⼊れており、⾼専のリテラシーか
ら本学の応⽤基礎への接続を考える上で⼤変
参考になるご意⾒をいただいた。また、本学の
リテラシーレベルの内容を改善する上でも、⼤
変参考になる貴重な情報となった。 
また、数理・データサイエンス・AI 教育強化
拠点コンソーシアム第 1 回東海ブロック会議
に参加し、本学のリテラシー教育プログラムの
取り組みについてポスター発表を⾏い、会議に
参加された企業の⽅から貴重なご意⾒をいた
だいた。 

数理・データサイエンス・
ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学
ぶことの意義」を理解させ
ること 

A IT 活⽤教育センターでは、全学向けのニュー
スレターとチラシを発⾏し、数理・データサイ
エンスを学び、AI 技術を⾝に付けることの意
義や重要性を伝えるだけでなく、最新の AI 技
術の紹介を⾏なった。 

内容・⽔準を維持・向上し
つつ、より「分かりやす
い」授業とすること 

A リテラシープログラムを構成するすべての科
⽬において授業アンケートを実施し、その結果
を担当教員にフィードバックすることで授業
内容の改善に役⽴てている。また、各科⽬には
TA が配置されており、学⽣の理解度を⾼める
ための学習⽀援を⾏っている。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料：2023 年度 授業アンケート 

 
ICT 基礎 a 

 

S：審査項⽬の観点を上回る成果を達成した 
A：審査項⽬の観点通りの成果を達成した 
B：審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応
策が⽴案され、対応に着⼿している 
C：審査項⽬の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けた
対応策が⽴案されていない 



 
ICT 基礎 b 

 

 
ICT 基礎 c 
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プロジェクト研究（1系） 

 

 
プロジェクト研究（2系） 

 



 
プロジェクト研究（5系） 

 
 

 
確率・統計 a 

 



 
確率・統計 b 


